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平成２９年度の先進地視察は、天気にも恵まれ、 

６月２４日（土）に行われました。当日は、ホタルメ

イトを中心に１４名の参加がありました。 

今回は、横浜市戸塚区の「谷矢部池公園棚田ビオト

ープ」をメインに、「神奈川県立境川遊水地公園」と

「横浜市立天王森泉公園」を視察しました。 

最初の視察先である「谷矢部池公園」に到着する

と、「ＮＰＯ法人ゆめたま」代表の相川氏（当該公園ビ

オトープの整備や生物調査のアドバイザー）と、わか

ぎの会（当該公園ビオトープの整備活動団体）の伊藤

氏に出迎えていただきました。両氏の案内で、待ち合

わせ場所の道路に近い公園ビオトープへの出入り口か

ら、崖下に続く階段をしばらく降りて崖下に着くと、

谷矢部池公園ビオトープの樹林地内の広場でした。周

りは、急な斜面林と崖と緑地を挟んで間近に迫る住宅

地に囲まれた谷戸地形であることが分かります。まず

は、谷矢部池公園ビオトープの案内をしていただくこ

ととなりました。崖下にある数カ所の源頭から湧出す

る湧水は、湧水池に集められ、湧水路で流下させ、勾

配の緩い下流側では自然の蛇行にまかせた流れとな

り、湧水路に沿っていくつかの棚田状湿地が造られ、

その間を流下する湧

水路は、下の近隣公

園広場（野球場）脇

の池に通じていまし

た。このビオトープ

では、比較的短い区

間に自然の湧水を利

用した池・水路・湿

地（棚田）が、工夫

を凝らし、多様な水

辺環境づくりが行わ

れていることを感じ

ました。ビオトープ

見学後の意見交換の中で、ビオトープの管理について

は、地域のイベントをする際の準備作業が、ビオトー

プの管理作業に繋がっているということでした。ビオ

トープの実情に合った維持管理の方法が行われている

ことを感じました。次の視察先の神奈川県立境川遊水

地公園は、洪水時には池の機能を持つ広大な公園で

す。昼食後は、資料室で当該遊水地公園にかかわる治

水や生態系に関する展示を見ることができました。最

後の視察先の横浜市立天王森泉公園では、野草、わさ

び田、竹林を配した「湧水の森」の散策や、古民家か

らの眺めには、気持ちを落ち着ける時間を過ごすこと

ができました。予定した全ての視察を終え、心地良い

疲れとともに帰路に着きました。 

今回の先進地視察を終えて、自分なりに感じたの

は、次のようなことでした。 

ビオトープの生態系を構成する主な要素には、太陽

光、大気、水、土壌、生物があることから、それぞれ

のビオトープの生態系は、唯一無二の特徴を持ってい

ます。このため、それぞれのビオトープの特徴を生か

し、より多様性のある生き物の生息環境づくりを進め

ることが必要であると感じました。そして、ほたるの

里においても、里の特徴やその自然の魅力を感じなが

ら、里づくりを進める必要があると感じました。 

  （ホタルメイト 関）
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期間中、実行委員会のメンバーで「ほたるの里夜の巡回パトロール」を実施しました。 

そこでは、市内外からホタルを見に来た方（何回も足を運んでくれた方もいました！）とお話するこ

とができ、ホタルについての関心の高さを実感しました。 （広報部会） 

 

７月10日（月）～2６日（水） 
ほたるの里で夜のパトロールを実施しました！ 



 

 

ほたるの里づくり実行委員会では、生き物が好きな

子、きらいな子も集まって、「春・夏・秋・冬」に探検

しながら楽しく学ぶ「おやこ生き物探検隊」を開いて

います。参加者は親子14組、市内外の小学2年生～

6年生が参加しています。 

春は、講師から、昆虫についてお話を聞きました。

当日は雨で、ほたるの里での生き物探しはできません

でした。 

夏の7月21日は、ほたるの里で夜の生き物探検で

した。農業交流センターでヘイケボタルについて、講

師からお話を聞いて、ほたるの里へ出かけました。新

川べりの道の駅の桜並木では、アブラゼミが地面から

出てきて、羽化する場所を探しながら木の幹などを登

っているものが見つかりました。 

ほたるの里では、先発隊の「夜の生き物観察会」と

入れ替わりでほたるの里の生き物探しをしました。講

師が仕掛けたトラップにはクワガタ、カブトムシ、カ

ナブンなどつかまり、なんとヘイケボタルがこどもた

ちの近くまできて、親子ともども感激の場面でした。 

今後は秋（バッタなど秋の虫）、冬（越冬する生き物

ほか）などを行います。 

里で生き物に触れ、楽しく丁寧に活動することで、

生き物が棲める環境づくりを担っている実行委員会へ

の感謝、また里のサポータ―（ファン）へとつなぎた

いと思います。 

（ホタルメイト 桑波田）

 

 

 

 

道の駅やちよを出発して、いつものように道の駅の

脇にある桜の木が植わっている一帯で、セミの羽化を

探して歩きました。例年ですと、土の中から出て来た

幼虫が木の幹を登ったり、地面を這う姿があちらこち

らで見られるのに、今年はかなり少なく、２m位の高

さの位置で羽化しつつあるのをやっと見つけました。

セミの羽化を見るのは初めての人がほとんどのよう

で、不思議そうな感じで見入っていました。 

夕暮れ時のほたるの里への道ではコウモリが飛び交

い、土手の道は風が心地よく子ども達ははしゃいでい

ました。ほたるの里はすでに真っ暗になっており、コ

ナラ・クヌギの場所で、小６の男子児童がオスのカブ

トムシを捕まえました。受け取って他の子ども達にも

見てもらいました。捕らえた子の「持って帰っても良

いですか？」との問いに、「ここの生き物は捕って観察

した後は戻すことになっているよ」と説明すると素直

に応じてくれました。カブトムシは幹に戻すとスタス

タと上の方に登って行きました。また、同じ所でニイ

ニイゼミが羽化しているのが確認されました。 

暗い中を湿地に移動しホタルの確認です。若干蒸し

暑くホタルの出現には好条件と思われ、下草の中に４

匹のヘイケボタルを確認しました。観察中は飛翔する

ことがなく、同じ所に留まっていました。子ども達は

前々回のように歓声を上げるようなことはありません

でしたが、「見えた！」、「いた！」、の声が上がり、興

奮した様子でした。 

帰り、道の駅の桜周辺では白くなったセミの羽化が

見つかりました。解散後も、セミの羽化を見ようと戻

られた家族もいて、大方の人が満足して帰られたので

はないかと思います。ま

た、暗い中で足場の悪い所

もありましたが、事故等が

無く、無事に終了できたの

は良かったと思います。 

（ホタルメイト 深澤） 

 

「夜の生き物観察会」に参加して 
日 時：平成２９年７月２１日（金）18：00～２1：0０ 

ルート：ふるさとステーション～ほたるの里   

参加者：７5人（おやこ生き物探検隊等含む） 

 

 

おやこ生き物探検隊開催中です！ 



 

 

今年の夏は涼しかったですね。例年の暑さが感じ

られず、野菜や果物、お米は大丈夫だろうかと気に

なりだしたころ、ほたるの里ではザリガニ釣り大会

の日を迎えました。当日の朝は雨が降ってしまい、

「中止かな」とスタッフ一同が諦めかけていたとこ

ろ、雨が上がり、参加者の皆様がやって来てくれた

おかげで、開催することができました。 

今年の大会は、参加区分を家族対抗戦に変更した

「ザリガニをたくさん釣ったで賞」上位３位の他、

特別賞として「でっかいザリガニ釣ったで賞」をご

用意しました。結果、一番多くザリガニを釣った

（16匹）家族が一番大きいザリガニ（11cm）を釣

り上げ、両部門で優勝されました。 

また、景品及び参加賞につきましては、今年も、

石井食品（株）様とTOTO（株）様からご提供いた

だきました。           （広報部会） 

 

９月～３０年３月のスケジュール 

 

月 日 時 間 活 動 内 容 場 所 

９月21日（木） 

～9月２9日（金） 

9：00～20：00 

※最終日のみ正午まで 

環境作品展～八千代の自

然・グリーンカーテン～ 

オーエンス八千代市民ギャラリー

第3・4展示室 

１１／１１（土） 9：00～12：00 環境整備 ほたるの里 

１１／１２（日） 10：00～16：00 
やちよ市民活動 

フェスティバル２０１７ 
フルルガーデン八千代 噴水広場 

１２／ ９（土） 9：00～12：00 環境整備・かいぼり ほたるの里 

１／１３（土） 9：00～12：00 環境整備 ほたるの里 

２／１０（土） 9：00～12：00 環境整備 ほたるの里 

３／１０（土） 9：00～12：00 環境整備 ほたるの里 

 

●平成２９年度年会費（４月～翌年３月） 

※登録期間は１年間。 

個人        １世帯１,０００円 

市民団体・事業所  １口 ２,０００円 

●受け付け 

市役所旧館2階環境保全課窓口やイベント、里の環境

整備時。また郵便局からの郵便振替でも納入可（※）。 

※郵便局でお振込の場合 

払 込 先 ：八千代市ほたるの里づくり実行委員会 

口 座 番 号：００１５０－７－６７０１５６ 

振替手数料 ：ＡＴＭ８０円、窓口１３０円 

 

［ ほたるの里 連絡先 ］ 

八千代市ほたるの里づくり実行委員会事務局  

〒276-8501 八千代市大和田新田312-5 

八千代市役所環境政策室 内 
Tel：047-483-1151  E-mail：kankyou1@city.yachiyo.chiba.jp 

HP : http://www.city.yachiyo.chiba.jp/123508 

/page000009.html 

［編集 ]   広報部会 事務局 

      
 

       

※この里だよりは平成 29 年度 TOTO 水環境基金を

頂き作成しました。 

ホタルを守ろう！ザリガニ釣り大会 

（ほたるの里の掲示板にも随時掲載予定） 

編集後記（広報部会） 

今年も湿地ではヘイケボタルの飛翔がみられ、クワガタ、カブトムシ、トンボなど水辺や里山の生き物も棲め

る環境ができつつあります。生き物を持ちこまない、持ちださないを基本に、生き物を学ぶ場として、みんなで

育んでいきたいと思います。ほたるの里の秋・冬にどんな生き物に会えるのか？楽しみです！ 

 

日 時：平成２９年８月１９日（土）９：００～１１：００ 

参加者：５０人   捕獲ザリガニ数：７０匹 

↑捕まっちゃいました・・・ 


